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スポーツ・クラブに参加   43
スポーツ・クラブに不参加  56
(N=6
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福元和行・遠藤勝恵 :地域スポーツ・クラブヘの男子の参加を規定する要因の分析
表-3 外的基準と末子年令のクロス集計結果
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80 471  ***
12 814  ***
31 345  ***
19 018  ***
23 165  ***
20 210  ***
19 147  ***
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表-8 要因分析の結果
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注
注1)考察の中で使用した女子の分析結果はこの論文の中より引用したが,表の掲載については再掲載に|なるため見
合わせた4)。
注2)とこで取り上げているスポーン・クラブは地域スポーツ経営の中で―クラブ・サービスの対象とされるクラブに
限定している。従って,商業スーポーツ施設に見られるスポエツ・クラブは対象としていない。
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